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山元町教育委員会では、主に次の内容に取り組みました。 

①「保幼小中による懇話会」の開催 

② 保育所（または幼稚園）と小学校を会場とした「相互参観」 

③ 幼保小連携担当者会によるスタートカリキュラムの作成 

今後の幼保小連携の充実に前向きに取り組んでいく意欲を高め、今後の活動への見通しを

もつことができました。 

令和３年度に計画を立て、令和４年度からスタートカリキュラムの作成に取り組み始めた

ばかりです。 

町内４つの小学校からの担当者で構成する「幼保小連携担当者会」を組織し、各学校の

年度当初の実際の指導をもとにしながらスタートカリキュラム案を作成していきました。 

その際に、「宮城県版 保幼小接続期カリキュラムの実践に向けて〈資料編〉令和４年

３月改訂」と先進校の実践例を参考にさせていただきました。 

無理なく少しずつできるところから作っていきたいと考えています。 

 今回作成した「山元町立小学校 スタートカリキュラム（案）」は、各学校で活用して

みて、修正や追加など内容の検討を継続することが大切であると考えています。各学校の

創意工夫により途中で変更を加えていくこともあって構いません。 

初めて１年生の担任となった先生でも、見通しをもって接続期の指導に当たることがで

きればと思います。 

 

 

 

保幼小の連携・接続のためにどんなことに取り組みましたか？ 

取組の成果はいかがですか？ 

保幼小接続期カリキュラムの作成に、いつから取り組んでいますか？ 

誰がどのようにしてカリキュラムを作っているのですか？ 

活用に当たって配慮していることはどんなことですか？ 

保幼小中による懇話会の取組    P４７ 
保幼小相互の保育・授業参観の取組 P４８ 
山元町版スタートカリキュラム   P４９～ 
 

８ 県内の取組紹介⑤ 

https://2.bp.blogspot.com/-LoPwcsgNHpY/WASJRIyrEtI/AAAAAAAA_B4/nYyIB1PE_9Uu9RP2tcv4Hdd-FCkM34RRgCLcB/s800/pose_douzo_annai_businessman.png
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保幼小中による懇話会の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 町内の保育所、幼稚園、小・中学校の所長・園長・校長が参加して、主に（１）保幼小中の連

携の在り方 （２）学ぶ土台づくりのためにできること・行いたいことについての意見交換を行

い、宮城県幼児教育センターから助言をいただきました。 

幼稚園も保育所も、小

学校の教育を同じよう

に受けられるような子

どもに育んで送り出し

てやりたいと思ってい

る。そのために、保幼小

の連携を大切に思って

いる。 

連携では、申し送りだ

けではなく入学前の子ど

もの様子を実際に見ても

らうことを重視したい。 

教師間の交流や研修、

子どもたちも幼稚園か

ら小学校へ行って見せ

てもらうなど、そういっ

たふれあいの場をたく

さんもっていいのでは

と思っている。 

。 

保幼小中の連携は、これが目的で

はなくて、山元町の子どもたちをこ

のように育てたいというビジョンを

もつことが大切。話し合いながら、子

どもたちのためにいい手段を考えて

行ければと思う。 

子どもの成長にあ

わせて、保幼小中そ

れぞれの関わり方を

共通理解すること、

知ることが大事だろ

う。 

 参加者の意見から 

 今回の懇話会で、子ど

もの健やかな成長を思う

願いは同じであることが

分かりました。 
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保幼小相互の保育・授業参観の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山元町幼保小連携 相互参観の実施について 

 

１ 開催日時及び参加対象 

№ 会場 日時 参加対象 

１ つばめの杜保育所 令和４年６月２８日（火） 小学校職員・幼稚園 

２ 山下第二小学校  〃  ７月１３日（水） 幼稚園・保育所職員 

 

２ 日程 

つばめの杜保育所 山下第二小学校 

 ９：２０ 会場集合 

 ９：３０ 保育参観（４５分） 

  ～  （年長（５歳）児保育） 

１０：１５ 

１０：２５ 懇談（４０分） 

      ①会場所から 

      ②参加者から 

１１：０５ 終了 

 ９：０５ 会場集合 

 ９：１５ 授業参観（４５分） 

  ～  （１～３年授業） 

１０：００ 

１０：１０ 懇談（４０分） 

      ①会場校から 

      ②参加者から 

１０：５０ 終了 

 

 保幼小中による懇話会で「連携を深めるためには実際に保育・授業を見合うことが大切」と

の意見が出されたことにより、相互参観を実施しました。 

 懇談は短時間でしたが、参加者からの感想等で交流をより深めることができました。 

３０名のクラスと聞

いてにぎやかな様子を

イメージしておりまし

たが、とても落ち着い

て正しい姿勢で先生の

話を聞く姿が見られ感

心しました。細やかな

視覚の配慮（表示等）や

個別の対応など、大変

勉強になりました。 

イラストを加えた分

かりやすい指示の出し

方は小学校低学年にも

必要なことだと感じま

した。担任の先生方の目

のかけ方、声のかけ方な

どは、小学校でも学ぶ面

が多々ありました。 

年長としての小学校入学を意識した声がけがなさ

れ、日々の保育の中で子どもたちは身に付けているの

ですね。活動の区切りごとに、子どもたちの発表の場

があることは、発言力、達成感、物事を考える力、思

考力にもつながると思います。 

落ち着いた雰囲気で授業がす

すめられていました。卒園生の

成長の大きさを感じました。明

るい空間の中、子どもたちがの

びのびとしていて、話を聞くこ

とが身に付いていたこと、クラ

スのまとまりを感じました。 

どの学年もしっかり集中して

取り組んでいる様子が印象的で

した。明るく開放的な校舎での

びやかな雰囲気のもと、学びの

環境が整い、先生方の教えを受

けて、子どもたちは日々学習に

向き合う力をつけて成長してい

る、と感じました。 

参加者の感想から 

小学校会場 保育所会場 
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山元町版スタートカリキュラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 週案形式で、１～４週目まで作成しています。３つのカリキュラム作成の視点（生活をつな

ぐ・人をつなぐ・学びをつなぐ）により色分けしています。 

週ごとに、その時期の配慮事項を記載しています。 
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山元町版スタートカリキュラムの作成の実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年４回の幼保小連携担当者会で協議しながら作成に当たりました。 

 各小学校からは１年担任や教務主任、校長が集まり、スタートカリキュラムの作成だけでな

く、各校の１年生の様子について、情報交換を行いました。 

第１回は、各校での入学当初

の指導記録の提出と活動項目の

書き出しを行うことを確認しま

した。 

第２回は、持ち寄った各校の指

導記録から特色ある活動項目等に

ついて話し合いました。 

－幼稚園から－ 

「子どもたちが、幼稚園を振り返りながら小学校の生活に慣れることができるようプログラム

が組まれ、子どもたちにとってよい環境が整えられていると感じました。いただいたスタートカ

リキュラム案を参考に、園でも取り組めそうなものを保育に組み込んでいく事で、更に小１プロ

ブレムを減少させていけるのではないかと考えました。」 

第２回で集まった活動項目を

もとに事務局が町標準案（原案）

を作成し、各小学校へ送付しまし

た。（第２回終了後） 

第３回では、小学校だけでなく

町内保育所・幼稚園からも標準案

（原案）への意見をもらい、修正・

検討を加えました。 

第４回で、スタートカリキュラ

ム案の原稿を最終確認しました。 

 作り始めたばかり

ですので、今後活用

しやすいものに改善

を加え、内容の充実

を図っていきたいと

考えています。 


